
 

  

令和6年 ５月28日（火）  

学童主幹教諭 松井 知加 

月号 松井 知加 

 ６月は、１２ヶ月で唯一祝日のない月ですね。じめじめとした気候に気分が沈みがちかもしれま

せんが、週５日のリズムで通学する子供達が学童保育でリフレッシュできるよう、夢中になれるよ

うな活動をたくさん取り入れていきたいと考えています。 

 ５月５日に奈良公園では、今年初めての小鹿が生まれました。大きさが５６センチメートル重さ

は３.６キログラムのメスです。毎年６月頃まで、約２００頭が生まれ、今年も８３頭のメスが妊娠

しているそうです。学童の子供達も虫探しが楽しい季節になり、虫を見つけて喜んで観察している

姿を見かけるようになりました。そこで、子供達と一緒に“命の大切さ”について話し合いをしま

した。 

  みんなの意見 

 なぜ、命は大切なのか？ 

・お母さん お父さんが産んでくれたから   ・お金では買えないから 

・命は１つしかないから           ・楽しいことができるから 

 命を大切にするにはどうしたらいいか？ 

・交通事故にあわないように気をつける       ・嫌なことがあっても自分から死なない 

・人に嫌な事を言わない              ・自分を大切にする 

などの声があがってきました。話し合いをしていて命はとても大切だということを理解してくれていた

ので嬉しく思います。「自分は生きていていい」「みんなから大事にされている」と感じている子ども

は、自分を大切に思う気持ち（基本的自尊感情）に確信があり、自然と他者の命も大切だと思えます。  

子どもの多くは１０歳前後に、本当の意味で生や死を意識する「いのちの体験」をし、生きることへの

不安や、死への恐れや悲しみを実感します。一日一回は家族全員で食事をしてみんなで会話をするな

ど、家族一緒の『普段』の時間を積み重ねることは、大切にされた体験として子供の記憶に残り、基本

的自尊感情を育むことにつながります。これは「命の大切さ」を育む、基本中の基本です。親子の関係

は、一対一で向き合いがちですが、「悲しいのは自分だけではない」といった気持ちを子どもと共有す

るには、同じ方向を親子で見る「並ぶ」関係がポイントとなりますので、日常の様々な場面を親子並ん

で経験し、命の大切さを育むきっかけが、そこにあると思います。ご家庭でも、一度ゆっくり命につい

て子供達とお話をする時間をつくってみてください。 

 

宿題中は静かに勉強をしています。 

 名前の記入のない落とし

物が増えてきていますの

で、お子様の持ち物には名

前が記入されているか、再

度、ご確認をお願い致しま

す。 



 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

的の穴を目掛けて新聞紙の棒を投げて 

入ると大喜びの子供達です。 

空気を当てて、マリオ達を倒しています。 

的の穴を通ったら得点！100点 

150点と楽しんでいました。 

日 月 火 水 木 金 土

1
サッカー

2 3 4 5 6 7 8
体育
アイランド

アイランド
書道

アイランド アイランド アイランド 学院運動会の為
休館

9 10 11 12 13 14 15
体育
アイランド

アイランド
書道

アイランド
和太鼓

アイランド
あけぼの教室

アイランド
ECC Cebu

サッカー
プログラミング

16 17 18 19 20 21 22
体育
アイランド

アイランド
書道

アイランド
和太鼓
駄菓子屋さん

アイランド
あけぼの教室

アイランド
ECC Cebu

サッカー
プログラミング

23 24 25 26 27 28 29

30

体育
アイランド

アイランド アイランド
和太鼓
お誕生日会

アイランド
あけぼの教室

アイランド
ECC Cebu

サッカー
プログラミング


